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1，カ　1，ン　ガ職孚

信じ得べき傳説によれば、阿育王は、父ビンヅサーラヨーの在位中、長年の間．印度の西北或は西

部地方の大守（ユ）であつたらしい。兄瑳は鐵人あつたが、その中から帝位に即くに相鷹しい才能を認

められたに相違ない。

カシミー’し，バンジヤプそして印度囲ケ越吏た境までをも含む西北管魑の首都タキシラは、最

も肚麗な都會の一つてあり、員つ學問の本場でマ・あつfこ。大學都市タキシラは藝術や學問・殊に藥

學を學ばうとする人女の集まる軌である。その岡之地師は豊沃であり、中央4巨細麗から印度内地に

通する公路上に在り、地理的位置も西北’猷～’1の中尾たるに這してゐる。西印度の申心地ウジヤィン

②もまた大守政廃の酬在地として適當な町である。四海岸の股盛な港から中央市場への交通上の要

地に位し、巡禮地として又商業の大i心として榮えてゐた。このやうに早く西北方或は西方に關係が

深かつたといふことが、後に王の宣教の方向を西方，ペルシヤ、ギリシヤ方向に指向させる因縁で

あつたかも知れない。文化的にも西方は南東｛ヒ方に比して遙かに優れてゐた。

セイロン島の階見では．阿育王は父王危篤の報によつて國都に呼返される直前迄ウジヤィンに駐

在してゐた。一勿論同じ南傳の大王載皮1．は．王は一百一人の兄弟の中の一人で・同母弟ティツ

サを除いた他の兄弟99人を殺して即位したことになつてゐるが、信用出來ない。このやうな傳読

は、王の立派に完成された人格の魍瀬の肯後には、その初め（威道以前、不正な暴虞な暗黒面が

隠されてゐたであらうと想像して作り出した架室の物語に過ぎない。王には確かに兄弟姉妹がある

が．これ等の親族を警戒してゐたらしいことを示す資料は一つもない。祖父チヤンドラグブタ③は

貧困と流浪の中から奮圖努力して外國からの侵入者を駆江し、遂に皇帝位を轟ち得た人であるから、

自然、嫉妬や憎悪反感に取園まれてゐたことであらうが、阿育王は生まれながらにして帝王であ

り、租父・父の二代半世紀間の善政によつて堅固となつ〔ゐた帝國を縦承したのであるから父祖に

とりついてゐた暗い配慮は全く浩失してゐたと思はれるし、王の法勅㈲からは帝國の内外爾面にわ
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たつて何等の弱黒占も危険も存在したやうには感ぜられない。蓋し王は父の砦名にtつてξ斜稔裡に帝

位を糧承したのである。所が一方、北鱒に王とその長兄たるスシーマとの間に帝位織承の畢があつ

光との傳がある・何かあつたらしい。とV・ふのは、王の践詐とその即位灌頂式との間に四年の歳月

が流れてゐるからである。こ巾だけの年激を経て後．始めて灌頂式が行はれたといふことそれだけ

が帝位籠承に當つて反封があつたのではあるまいかと思はせられる唯一〇）馴liなのである。

一1四章法勅第十三章によると．統治第13年（灌頂から計算して第9年）に溺育王はその生涯中

での唯一回の職宰を行つた。カリンガ國（5）を征服することであつナこ。一淺炸以來この戦孚に至

る13年間に就いては何の事蹟も傳つてゐない。恐らく當面の行政事務に濃頭してゐたのであら

う。戦箏は致を奏し、カリンガは完イに領土の一部となつた。然るにその後数年にして二個の特別

な法勅（6）が公布されてゐる．これによつて新領土の統治が王の心配の腫であつたことが分る。王の

官吏は克くその任筋を果さなかつた。正しV・、父親の子に劃するやうな行政を申付ける。特に未閑

種族に封しても同情ある取扱ひを諄々として説く王の教訓はしばしば等閑に附せられた。官吏等は

訓令に封する不服從が．天の、叉王の恩寵に答へる明以てはないといふことを懇切に訓戒されなけ

ればならなかつたのである。

カリンガは相當強力な國であつた。メガステネス（7）によれば．六萬の歩民、一千の騎兵．七百の

職象とあ鉱抵抗は頑強を極めた。勝利者（阿育王）は悲痛な心情を以て次の様に記してゐる。「敵

の十五萬人が捕虜として移途せられ、十萬人が死んだ。止しの数の何1ド，か蝶1経悪疫軍隊の進軍に俘

なふ種々の災難によつて死んで行つた」⑧と。砒の悲滲な光景と、彼のみが有する職事に關する豊

？；・・な知識とが王の艮心を鞭うつて、胸中に悔恨、深い悲覇と哀悼の情が呼ひ畳され，やがてこれが

眞劔な佛道修行となり、決して以籔再びこのやうな兇葱非道を人類に封して加へないやうになつ

た・征服後籔年経つてからでさへも尚「カリンガで斬られ姉虜となつて幾干幾萬の人民を失つたこ

とは今なほ股の深く悔恨する刷⑧と遽べてゐる程である。

斯くして王は以後決して職孚を行はなかつた。王は宣言寸る。「眞の征1蓑は法による征服である」

（6）と。王は叉・子孫が武力による征服こそ王者のi義務であるとつる者通の観念を腹却せんことを庶

一幾ひ・よし心ならすも職孚歌態に入つてしまつたといふやうな場合にあつても両、忍耐と柔和とに

喜びを見出し、且つ眞の征服は法によつて齎されることを想起させようと努めてゐる。

2，成　　　　道

十四章法勅第八章には左の如く記されてゐる。

過去において．諸王は娯樂巡遊を事とせり。その際に狩撫笈び之に類する其他の享樂が行はれた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　u　rlO　Q　L・閨E然るに天子慈眼王は灌頂10年を過ぎて正畳を成ぜり。この故にその巡遊は法の巡遊となれ

鉱この際、衣の事nは∫る。即ち婆羅門。沙門を訪問し喜捨をなすこと、長老を訪問し黄金を配

與すること、また諸地方の人民を招致して法の教示をなし．適宜なる法の試問をなすこと等な

り・天子慈lik王の後半生は最肖の意味における悦樂に充ちたり。（宇井伯壽博i課を捨てて．特

に畏友た野達之助君の課による）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b冾P度學者は一般に、成道とはた既、．尊のみが成就した所であつて、他には曾つてその事實なしと

の先入見に捉はれて「正畳を成ぜり」（ayaya　sambodhirのと王自身が明言してゐるのに力砥はら

す・之を文字通り卒直に讃むことが出來す、資料としての債値の低い本生潭などから僅少の用例を

つまみ出して。三菩提を稗尊成道の地たる佛陀伽耶の菩提樹とし、王が其塵へ巡禮したと解繹す

る・ブ’・ンダルカル（DR・Bhandarkar）、ムーケノしジ（R．Mookerji）、フルチュ（EHultzsch）等皆そ
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れである。駄洲人がさうであるばかりでなく、字井fC士までが誤つて、此の文を「天愛喜見王は灌

頂10年を過ぎて三菩提に往きぬ」と繹し、その註に「三菩提はi通雑は正畳叉は等畳と繹され・佛

陀の大悟女は其の内容を指す、されど王が側陀と同じ悟を得たりとは考へられざる故…・・吟は三菩

提に行くと直謹して、正道に入りたりとV＞ふ程の意味なちんと推定するのみ」⑩と言ふ。た璽森鴎

外鐸のみが「菩提（Bodhi．正畳・道）に入れり」としてゐる。

問題の文字はカールシーではnikhamith賀sa甲bodbiシャーバーズガリーではnikrami　sab・

odhiダウリではnikhami　sa要nbodhiギルナールではay窟ya　sa｛nbodhiソーバーラーではnikh一

amitha　sa－・・となつてゐる。　ay百yaの　rcot　folm　としてのサンスクリット同義語はγ！yaであ

り、モニエルの梵英僻典ではyaは拓象名詞の目的格と共に使はれ、域る歌態に入る、とか「な

る」とかの意味であるとしてゐるから、ay蒼ya　sa胆bodhiは明力に「正豊に蓬した」と訓むべきで

ある。　nikramiのroot　formとしてのサンスクリット同i義語にはni一γ／kramとnis－／kramと

の二つが考へられるが、ni－／krarnはput　down　the　feet，　enterの意味であり、nisykramは　go

out，　set　outであるから　ni￥kram　を採るべきは論を侯たない（12）。かくして阿育王は成道

したと決定すべきである。

三菩提は決して料尊一入の得たものでないことをくどくどと述べる盤擁は今ない。ただ阿育王は

宗教の專問家でばなく大帝王であつたことを銘記すべきである。広道なる精祠内容が政治部面に獲

揮される場合には斯くの如きすばらしい政治となるのであつて、その域結の善美さは注勅を護む者

の誰しもが一致して認めざるを得なV・所である。此の瓢で王の治績は我が國の聖徳太子とよく似て

ゐる，と私は老へる。王の注勅と太子の憲法十七條とは共に居士である政治家の佛法による救國

濟民の行を表現したものであるが、達人が政局を澹當した場合には、約千年を隔てながら・斯くも

相似た功業を樹てるかに驚かざるを得ない。

「朕が明かに繹迦信者優娑塞たりし間は2年半有飴なりき。されど筒熱’亡に精勲することなかり

き。之に反して験が僧伽に近づきて熱心に精勲したる間は1年有余なり（13）・其間・閻俘提におv・て

諸天と交渉することなかりし人六も、今や諸天と交渉するに至れり。これ實に精勲に封する果な

り」（小摩崖法勅甲一、宇井繹）。この法勅は、第一に婆羅門の議牲宗敏の下におv・ては閻俘提（世

界）の人々は天と交渉することがなかつた。第二に自分が佛法に蹄依し熱心に精進して正畳を得た

結果人々は始めて天と交渉することが出來るやうになつたと公言してゐるのである。この詞には我

六が天とか神とか言ふものに封する態度を老へるに當つて正しい基礎を與へる所以のものカある。

我々が紳と交渉するといふことは一膣如何なる條件の下において考へられるのか。王は何故印度民

族傳統の婆羅門を眼前にして從來天と交渉がなかつたと喝破し得たのか。天を祭ることを印肇人は

決しておろそかにしてはゐない。おろそかにするどころか祭りすぎる程祭つてゐる。しかも之を王

は「天と交渉なし」（amisa　devehi）と断定してはばからない・

吠陀に既に諸紳の同一覗が見えるが、この傾向が進んで次第に紳汝ガ個性を乏しくし・途に唯一

絶封神たる祈濤主ブラフマン（梵）に統一され、その生成と破壊の爾面をヴィシ・ヌとシヴァとする三

位一艦が成立する。斯うしたことに伴なつて婆羅門階級によつて祭祀が複雑化されて行つた。ブラ

一フマニズムが宗教的生命を失ふと、客観的存在たる實在者。絶封者の方へでなく、問題が主翻の

方へと向けられ、その結果現れたのがアートマン（我）である。このアートマニズムは宗教の專門家

でない刹帝利階級が入生問題の解決に鋲出した結果起された第一次宗教改革であつた。その次には

梵我一如と綜合されるウパニシヤヲド哲學読が生まれる。ウパニシヤッドの後、内曲で六師外道と謂

はれる、恰かも先秦時代のシナの諸子百家のやうに、人間の老へさうな、あらゆる方向の思想が相
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次いで起つた。ジヤィナや佛教はこの時代に出た第二次宗藪改革である。が然し求道者や思想家の

中の俊秀な人々がこのやうな思想的攣遷を辿つたといふことは、決して一般に婆羅門の祭祀が灌威

を失つたことを意味しなV・。婆羅門の祈疇の究極の目的は死後の上天である。この形式で人天の交

渉を考へ、動物を犠牲とする煩顔な儀式が作り上げられ、それが絶大な傳統的威力を保持してゐ

た。～二れが「交渉なし」と王の断言する所のものなのである。無華の動物を虐殺することはへ闇の
精神を堕落させる力はあつても決して向上させるものではなV・。王の上天の「法」は人間の向上に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’理擦する。祭つたり祈つたりするのは日常生活の満足を追求してゐる姿である。しかも、祭り祈る

劉象は精耐的に崇高なもの、これは確かに大きな矛盾である。二干飴年前の印度人がさうであつた

ばかりではない。今日ですら．一毅の神（或は佛）への祈疇の内容は物質的なものに絡始してゐるの

が現實の姿ではないか。このやうな願を叶える神はノフ4ストに過ぎない。物欲の満足に絡始する

のは正しく神と交渉する所以ではないのである。

こLで樹比さるべきは憲法十七條であらう。聖徳太子は、その第一條壁頭に「和を以て貴しと爲

す」と人間の集團生活の最高理想を掲け、その和を實現する方法として第二條に「篤く二寳を敬

へ」を與へられた。この篤敬三寳章は儒學者や國學者の本子非難の眼目であつたが、何れも皆「三

寳に聾せすんば何を以⊂か柾れるを直くせん」の「直柱」の一字を見落してゐる。柾つてゐるから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｱそ人皆黛（この黛は傾向とか性格とか癖とかV・ふ意味の字であつて断じて窯派ではない）有りで

君父に順はす隣里に違つて、和を求めながら相争つてゐる。これが古往今來、人間の情ない姿なの

である。さうでゐながら牛氣で紳を祭つたりしてゐる。抑々祭るどころか、本當は紳（この我が國

の場合には祖先）の前に出られない。紳様に顔向けのならなv・のが人聞の常なのではなv・か。祭る

には先決問題がある。「直柾」がこれである。太イ・は伺育王のやうに原始乃至根本佛教を知つたの

ではなく、三國傳來の大乗佛教を學ばれた。だが王と偲じに、確かに佛法の眞諦をつかんで居られ

た。このことは日常絶えす口にせられた。「世間虚假唯佛是眞」の御言葉と、法華以下の義疏．日本

書紀の記事を通して信知することが出來る。太子の確信から送り出たのが「四生の終露、萬國の極

宗、何人か、何れの世かこの法を尊ぱざる」の断定である。一これは叉、王の「如何なることに

ても薄伽梵佛陀の読き給ひしことは凡てこれ善説せられたるものなり」（141と比較されてよい。一

而して憲法獲布の後三年、太子は群臣を率ゐで漸氏を祭られた。このことも亦、王の「天との交渉」

と考へ合さるべきである。

3法

岩石・丸柱・洞窟の壁等に刻まれて全印度から襲見されてゐる法勅は、主として王が「法」と呼

ぶ所の實践縮理を説明し、諄々として教へ込み、實行させようがために獲せられた。これを通覧し
て泰西の學者の最も氣になるらしいのは「生類隣みの令」印ち動物の生命の紳聖さに封する情熱的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

な断乎たる王の信念である。最下等の動物でもその最後の息を引取る瞬聞まで與へられた生命を保

持する櫨利を有つといふ教である。これは婆羅門教と異なつて佛教とジヤイナ教とに共通の考へ方

であり、輪廻轄生の業の思想から來てゐると論明されるのが常である。

十四章法勅第一章によると、過去においては一一日に幾百千もの動物が暦殺されて王室の一族の厨

房で料理されるのが常であつた。が阿育一Eは一日に僅か三頭、即ち二羽の孔雀と一匹の鹿を殺すご

としか許さない、とある。25ブB．C．年頃にはこの僅かな殺鐵さへ絡りにさせられ（15）、それより二

年前には帝室の行ふ狩猟を慶止した。狩猟は祖父チヤンドラグブタの宮廷では最巻重要な娯楽であ

つたが。王はこのやうな遊山に興味を有たない。狩獄の代りには國土國民の歌態を視察したり、諸
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聖者を訪問し、布施を行ひ．法を教へるための行幸が行はれた。即ち王が正畳を成じたごとによっ

て「娯樂巡行」は墜じて「法巡行」となつたのである（16）。

鰍洲人はこれ程の聖王でありながら断乎として生類憐みの令を布いてゐる以上は後世のジヤイナ

敢・佛教に熱心であつた諸王と同じやうに、時としては動物の生命を人間のそれよりも重大覗し

て、動物を殺したりその肉を食したりした科を以て入間を死刑に虎したであらうとし・石柱法勅の

第四章に死刑の判決の下つた者に封して三日間の執行猶豫を與へてゐることを以て僅かに人道主義

的慈情を慰めてゐたとする（例へばV．A・Smith）。然し、4｛静に第四章を譲むに・王は決して

動物殺害のための死刑に封レて猫豫を與へたのではな）㌔死刑は當時蠣盗や睨税に野する罪であつ

たらしい。王は司法と虞罰の公牛を期待して臨訟塵刑のすべてを司直官にまかせる。それは・子女

を賢良な乳母の手に委ねて、この乳母こそ我が子を安らかに育て玉くれると信頼するやうに・蒼

生の利益安樂のためにさうす筍のである。と言つて、その上で・司直官の制断した死刑確定者のす

べてに樹して三日間の恩赦を與へる。この三日の間に死刑囚の親族等は生命といふものに封して諦

念させよ．若し観念させることが出來なかつた時には布施を行じ、後世安樂のために断食をすべ

し、と敏へ．このやうにすることによつて法の實践と克己と布施とが國民の間に増大する（17Lと

言ふ。決して謂ふが如き安易な感傷的なものではないのである。

業の思想については、私の知る限り．唯一人和辻哲郎博士あつて、普通の解繹に辰鈎して、「（阿

育）王の法勅には業による輪廻の思想は存してゐない。王は苦の滅と善業の報としてではなく・善
業それ自身の意義として読くのであつて、こ玉に直ちに輔越の思想を見出すことは出來な悟」と臨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o　　　　　　　　　　　　　o　o　o　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o　o　o　o

ｶ、綾いて、「全世界の幸禧をなすことが最も重大な業であり、また全世界の幸輻がなさるべきもの

と呼ばれる．然らばなさるぺきものをなつことが、師ち理想を實現寸る努力が業である。……かL

る業は……輪廻の過程のラちに、我に代り、人格的同一を保つ紳秘的な或者とは老へられぬ」（18）・

と論ぜられた。私も驕尾に附して、輪廻轄生、業の思想が堅く王を捉へ・動物を人間よりも上位に

置いて断々乎とし〔庭刑を以て臨んだとは考へない（L9）。王の政治は決して法律や命令を以て臨ん

だものではなく、人を信じ人を向上せしめる徳治の徹底せるものであつて、敏化の及ぶ所は深く耳

っ廣い。阿青王治下の印度程平和な安穏な世の中は印度史において唯一であるばかりでなく全世界

の歴史中にも之に比すべきものは殆どなV・のである。動物を殺してはならない、が殺した科を以て

死刑とする、王には決してあり得なかつたと私は考へる。「一切の人は皆これ朕が子なり」（20）と

宣言するのが阿育王なのである。

王が諄女として読いた基李的教訓は爾親・長上・敏師に釣する尊敬の義務である。その逆に、優

越者は一方で當然受くべき奪敬を受けると共に他方で眼下の者一下僕・奴隷（21）及び総べての生

物一を親切に、思ひやり深く取扱ふやうに要求された。これらの義務の自然の錦結として、人汝．

は一方では尊敬を、他方では親切を鼓吹され、更に進んで親族・出家・婆羅門等に甥して慰勲な禮

節を持して振舞ひ、同輩や友人知己に樹しても公平な態度を以て接するやうに教へられた。

次の重要な義務は正直（盧言を言はぬこと）である（22）。他人の信仰と其の宗教的實践に劉して寛

容と同情とを示すことも要求される。十四章法勅の第十二章はこの題目の論明に終始する。王は、お

こそかに隣人の信仰について悪口を言ふことなかれと戒しめる。づべての宗教は克己と精緋の清浮

とを達せんとする同一目的を有つものであるから、外面的に異なる黙が多いにして竜本質的には一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アー一レヴィ〃
致すると言ふ。王は布施その他の方法ですべての宗教に尊敬を佛つてゐる。苦行主義の邪命外道に

封してさへも洞院を寄進してゐる。

’　　　　王の法は多ぐの慈善行爲によつて實行に移されてゐる。王及び王族からの下賜品の分配は官吏が
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嶺重に之を取扱ふことになつてゐた。，特別な注意が族行者にとつて必要なことにそ玉がれてゐる。

徒歩旅行者（動物を含む）に封する諸設備は王自身の言葉で述べられてゐる。丁朕は道路には人聞及

び動物に樹蔭を與へるために楮樹を植ゑさせた。マンゴー樹の冷しい木蔭も作つた。牛コーサ笹に

井戸を堀り休憩所を建てさせ、此塵彼虞に飲水所をしつらへて人聞と動物の享受の用に供せしめ
光」（23）。

幅める同胞に封する王の溜かい同情は叉、極めて廣大な病者救濟設備に之を見ることが出來る。

人及び動物を癒す設備は帝國内到る虞に設けられたのみならす、南印度の友好闘係にある諸濁立國

や希懸支配下の亜細亜諸國に迄及ぼされた。藥草や藥品の不足な盧へは何慮にでも逡られ植ゑられ

て必要なだけ供給された（24）。

布施は賞謎されたが一方で、より高V轍が與へられてゐる。即ち「如何なる慈悲も法の贈物にま

さるものはなV・。如何なる布施も法の布施に及ぶものはなV・」（25）と。王は儀式を醗り重んじない。普

通の儀式を輕蔑さへしてゐる「それは殆んど数果がないし、あるとしても敷果は疑はしい」。1恰度本

當の慈悲が法を人々の間に弘める努力にあるやうに「j眞の儀式は法の實践にある」（27）。王は外面的

行爲進りも人間の内心に期待した。その聴衆即ち廣大な帝國内の人民のすべてが、憐欄・寛大・信實・

清浮・柔和・i氣高さの徳を養はんことを切望した。王はそれらの諸徳目が法に從ふごとによつて増

進すると確信してゐた。だから法の内容を「少漏と衆善と慈悲と布施と眞諦と⊂三業⊃清澤なり」

〈27）とも言ふ。が・もう一段、王はその敏を信受する各人一人々々の内観を重視する。「敬凄に法

を運奉することには大した敷果はない。之に野して内観には大きな債値がある」（28）と。

1運奉は比較的敷果が薄V・と公言づるに不拘（蓋し内観とV・ふ方法は決して誰に樹してでも萬人一

様忙期待し得るものではなV・。内観は、論語の言葉を借用すれば君子の行、生知・學知級の人にして

始めて能くし得るものであつて、困學・下愚程度の人女に要求することは出來なV・），王は此の教を

公布し實践させるために官吏を圧命することを怠つてはゐなV・。帝國のすべての官吏（牧税官。司

直官・地方官等）は小旅行の期間をも利用して人々を集めC人間としの全義務を教へるやうに命令

巷れてゐた・五年毎に「父母に孝順なるは善なり、朋友・知己・親族及び婆羅門・沙門に樹する布

施は善なり、生類を屠殺せざるは善なり、緩かに費し縫かに蓄ふるは善なり」と教へるために巡按

に畠るのも官吏の任務であつた。内ク1にわたつて法に專心づる者の安寧利釜をはかる事務に鞍掌す

る王猫特の法大官（Dha誓nrna　Mah『翫面ta）なる宮吏も既に第十四年には任命されてゐた。

阿育王はカリンガ征服を機縁として樺尊の言葉即ち王の所謂善読（subhasite）に傾鵠（suneyu）　　．

・し・之を念持（upadh　ala）精進（pakalna）して結局≒菩提に達した（nikrami　saη3bodhi）その結果

主自身の法（Dha卑ma）が出來た。その教へた徳目（Dharpma　guDa）は成道の艦験から色々な場合に

即して訓へたもの・その宣布の目的は人間の徳性の増大である。而してその方法にも澄奉（niyarna）

と内観　（nijhati）の二つがあるとして、この二つの方法の輕重に迄説き及ぶ。至れり蚕せりと謂

ふべきである。

4宣　　　　教

右の様にして活澱な國家的宣教が綾けられた。王は更に法の幅音を親善瀾係にある諸國に封Lて

竜弘布しようとして外國への宣傅使の組織を王自身の管轄の下に作つた。この構想は猫創的なもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ﾅあつて、適切な計叢の下に國内宣教と蓮絡あり調和ある方法で行はれた。宣教使は先づ保護國と

國境地方の諸種族とに向つて、次に南印度の諸猫立國、セイロン島のみならすシリヤ・エジプト・

点レネ屍・マケドニヤ・．エピルス等の希騰的諸國依向つて派、遣された。法の宣布は亜細亜、アフ
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・リカ、ヨ僻ロツパに跨つたのである。

．諸保護國、諸保護未開族は此の方法で佛激文化圏内に入つた。カァン湖ジヤ人（西藏かヒンヅー

，クシユかどちらかの山嶽の間に居佳）カブール盆地、それより西方のガンダーラ人、ヤヴァナ人》ボ

一ジヤ人、ピテーニカス人、ア・一ンドラ諸國、極南端のドラヴィダ族（チヨーラ、パーンドヤ、ケ

ララプトラ、　サティヤブトラの四猫立國を形成、親善關係にあり）に迄その宣教は及んだ。

海の彼方セイロン、島への使蔀團の首領は王弟（31）マヒンダ（32）であつて・吏くその功を成した。

不幸にも希強的諸國に封する佛法宣布使の運命についての確たる記鋳がなV㌔王の佛法がグノ冬派

に與へた影響には疑ふ飴地がない。丑統キリスト激の成立も佛陀の敷に負ふ所があるとする學者も

ある。けれども～二の問題には未だ飴りにも不明な黙が多すぎる。が兎に角、廣汎な熱心な傳道によ

つて王が印度の一地方的宗藪（33）を世界の最大宗豫の一つに迄攣形したことだけは確かである。

王は婆羅門敏でもアージヴィカでも、禁じたりなどしてはゐない。けれども明らかに佛敏に臨依

し、積極的に之を宣布した。この～二とが佛敏をして印度とセイロン島とに於ける最も優勢な宗教た

らしめたのである。佛敢は現在ではその本國（印度）では殆ど完全に鴻滅して居り・多くの分派動

揺進歩堕落等の歴史を経過したのに不拘、伺未だ無敏の人々の信仰を保つてゐる。かLる偉大な結

果は阿育王個人の事業に由來するのであるから、人間といふ小さV・存在でありながら、世界人類の

精酔を一攣させる大事業を成した大人物と王を評するのは決して盗美の言ではなV・のである（34）。

5行　　　　政

既にマウリヤ王朝以前に於て、ガンジス河流域に多敏の都市が出現するにつれて、もとの氏族制

農村杜會に基礎を置く諸國家はおのつから崩壊しつつあつたが、マウリヤ王朝によつてそれらは総

べて亡ぼされ、こNに全印度のみならす印度外の謂地方をも統令する官瞭的統一國家が成立した。

土地は國有となり。班田牧授法に類する制度が行はれた（35、。藩來の階級的差別は身別上猴存績して

　　　　　　　　トﾍゐたが、もはや重大な政治的意義を有たす、才能ある人材が官吏に任用された。阿育王は希臓人

の藩王にも地方行政上の重大任務を託してゐた（36’。マウリヤ王朝では中央政府は六局から成鉱官

命の局長之を統し、侮局各々五人宛の役人によつて編威されてゐる。第一局は工業・樵夫・木匠．、

鐵工・磯夫。土工等を管理する。第二局は外賓の待遇。第三局は人口調査。財政、主として土地牧

入、河川管理に當る。第四局は外國との通商貿易・度量衡、第五局では國内生産品し？費買。第六局

は物貨の債格を査定する。酒には專費制が行はれてゐる。霧盗は手足切断の刑、睨税は死刑であり

犯罪人に野する拷問も行はれ、答刑も七等級あつたとされてゐる。軍隊も第一部侮軍、第二部兵靖

事務、第三部歩兵、第四部騎兵、第五部職車、第六部職象隊の六部から成り、兵士はすべて傭兵で

ある。肚會組織としては種姓制度が行はれてゐる。メガステネスは哲學者（婆羅門・沙門＼農耕者、

牧畜・狩猟者、商人・職人、舟乗・職士、政府の秘密監覗官、王廷叉は地方の評議員の七種類に分

けてゐる（37）。

阿育王の治世に．職孚はカリンガ征服を除v・ては、一切行はれなかつたし、内飢も跡を絶つて生

活は安穏であり、人民は質朴で獄供以外には酒を飲まなV・。肉食の風も王の教誠によつて次第に少

くなつて行く。道路の交叉する重要地黙には國家の倉庫が設けられ、緊急の際の使男に供せしめら

れて居り、農産物の増加をはかるための貯水池も諸所に造られた。建築彫刻馨學等は殊に著しく進

歩したと老へら幻る。斯様な猷態で前後四十絵年間全印度の李和を保持し績けたの拭珂育王であつ

て、その政務の虚理には熱じすぎる程熱心であつた。さうでありながら王は一方で僧伽での宗教生

活をも行つてゐる。小摩崖法勅甲には「離三衣して住すること二百五十六臼になる王が換襲せしめ
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たもの」と記してある。これで見ると・離三衣して。即ち僧伽にでなく宮城に在るとと一年の三分

の二に竜及ぶといふのが特別の場合らしく思はれる。所が王は。優婆塞にはなつたが比丘となつた

ととはない。比丘でない者が比丘の衣たる三衣を著けることはあり得な〉・。スミスのやうに、その

僧衣をまとつたのは梁の武帝が衣を服して講経したのと同じとする人もあるが、事柄がまるて違

ふ。宇井博士は・律藏大品に見えるビック・ガティカ　（bhikkhu－gatika）なるもの一比丘と同一一

精舎に住し或期間共に生活する、其期間を過ぎると在家の生活に反る一王は僧伽に於て、これであ

つたらうとされる（38）。それにしても後述するやうに七箇の法門を示したり、破和合罪に就V・て教誠

を垂れたりする特別な地位を僧伽に封して有つてゐた。これは僧伽内部の規則から出てゐるのでは

なく・大帝王としての・叉正畳者としての王の優越せる地位から自然と出て來たことなのであらう。

王の人柄はその言葉から考へられる。それは眞の人間の言葉である。法勅は確かに王の思想を彼

自身の言葉で表現したものであつて・個性のにじみ出た感情で生き生きと躍動してゐ、國務大臣が

王に代つて述べたものでは断じてない。カリンガ職争の後悔と悲歎、それが延いて絶劃に孚ひを避け

る決意をなさしめ・「假令他人が朕に害を加へることがあつても朕は忽び得る限り之を怒ぶ」（39）と。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●z様な宣言を君主の口を籍りて敢て爲し得る大臣は決して存在しないであらう。王は叉、「股は人

民の利釜のために働かなけれぱならぬ」と言つて、その通りに行動した。王は實に勤勉であつて、何

時でも如何なる場所ででも、食事中でも内房にある場合でも乗物に張つてゐる時でも、直ちに報告

を受理し政務を採つたが猴且つ精働の結果に満足せす、「股は験の努力と事務の迅速な塵理に充分

満足したことがない］（40）と悲しんでさへゐる

法勅は阿育王が僧侶の慈悲と帝王の椹威とを一身に兼ねて、世界を正義の世界たらしめんと努め

た人であることを示してゐる。政府は人民を正道へと導く、人民各自は自分自身の救濟のために努

めなければならぬ。「努力の善集は身分の高い者のみの得る所ではなく、小身者であつても努力次

第では天上の喜びを獲得する～二とが出來るのみならす大身の者には寧ろ成ぜられにくい」（41）。政

府はただ道を示すことを得るのみ・道は各人が自ら歩まねぼならぬともしてゐる。尊敬・憐閥・誠

實・同情はその繰返して教へる所・輕蔑・残忍・盧言・狭量は王の非難する所の悪徳である。だが忘

れてならぬことは、王は読敏者ではなくして實際家であり、李和と職争との事に詳しい、廣大な帝

國の有能な統治者であり、偉大な人間、稀有なる大帝王であるといふごとである。眞に轄輪聖王と

謂ふに適しい。

6・結集と分派

小摩崖法勅乙（カルカツタ・バイラ』ト）に

毘奈耶における最勝⊂法設）（Vinaya－samukase）

聖種〔経〕（Aliya－vas言ni）

當來怖畏〔経〕（An5gata－bhayまhi）　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　’1

牟尼偶（Muni－9宕th互）

寂獣行経（Moneya－s舐e）

優波帝沙問維（Upatisa－pasine）

妄語に關して薄伽梵佛陀の設き給ひし設羅喉羅〔経〕（工冒ghulov言da）

の七種の法門を僧伽の諸大徳に向つて指示して、「比丘比丘尼優婆塞優婆夷がこれらの法門を雛聞

し思念せんことを希ふ」（宇井博士繹）とある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

冒
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この七種の法門が王の所謂薄伽梵佛陀の善説・即ち王の法の櫨つて出つる所のものなのであるが・

こ僻が現在傳へられる何緻こ當る鋤、よく分らない・ただ第一の毘奈耶に鮒る最勝法読とは

鰯申の大品に存する礪灘拷へられる（44）．さうだとすれは必すや五蔽の無常・無我・苦・で’

なければならぬ。性の六種に鍬してはこれ程の見當もついてゐない。して見ると、從來根本佛教

乃至原姑佛激の基本と謂はれて來た八正道もイニ因縁も、こ玉には全く出て來ない。この法勅だ

けでなく全法勅を捜して見てもさうであつて．「父母には孝順なるべし」以下の諸徳目に根撮を

與へるものとして正見正思惟等の八正道は最も適當であるのに不拘・これが見えない。法の運奉よ

りも内観の方が敷果があると教へる所でも．決して内観の方法として便利な十二因縁に鱗れてゐな

い。これ程まで佛教を信奉した阿育王にして、若し傳へら釦るが如く八正道や十二因縁が早く成

立してゐたのなら、頻繁にこれを読力ない筈はないのである。このことは又、王は神學的理論を好

まなかつた。だから立涯に成立してゐたのに、殊更に捨て玉用ゐなかつたと老へらるべきではな

い。内護外護爾面を十二分に兼備した阿育王は、「佛陀世尊の詮き給ひしことは・女1洞なることに

て電凡てこれ善言」と迄言ふのであるから。從つて八正道や十二因縁は當時まだ・現在我汝の知る

如くには組織立てられてゐなかつたのである。勿論その素材は多くの封機説法中に断片的に傳つて

ゐたのではあらうが、あのやうな整然たる饅系を有つに至つたのは後世僧伽の然らしめた所なので

ある（45）。

セナールは法勅の法が特殊な佛敏教理でなく道徳法を意味してゐる事實を強調して法句経の所読

と一致してゐるとした。バーンダーか一は之に劉して法旬経が純粋に佛敏思想を代表すると言ひ得

るかどうか疑はしいとして却つて長部の六法禮経（善生維）と一致してゐるから．王の法の基礎は

此の敏へであると論する。金倉圓照博士は右の二設を畢げた後・セナーλのやうに・阿育王の頃ま

で｛鰍は全く倫理教で思辮轍義の獲達がなかつたけるのは極端であらう・しカ’し實践倫理を重

んじ、抽象的理論の穿繋に力を注がなかつたことは佛陀教化の態度に照して明かである。この一般

人化導の佛教が測育王に奉ぜられ、その法誰に強調せられたのであつた、とされ．次に、この方面の

教説が経典からはうかがへない理由として、繧は學解を目的とする出家のためのもので・出家の學

統で傳承された。だから阿育王の法勅との聯關が見られないのであるとされる（46）。まことに金倉

博士らしい濫厚な御意見であつて．一般的には確かにその通りであると老へるが．しかし、八正道

や＋二因繍こついては上述の老へを攣更したくない．その理由は前述瞳きてゐるし・註（32）に博

士の研究を採録させて頂いた外國くの宣教について大王統史に傳へる経典を合せて見てもこの考へ

方は動かなV・。

異部宗輪論には佛陀の滅後百鯨年（47）にして阿育王が出世し・大天の五事があつて上座部と大衆

部とに分裂し、上座・大衆の二部が各々叉多くの部瀬に分れたと言ふ傳設を載せてゐる。

こLで私は南傳に謂ふ第三結集なるものに疑問を向ける。恐らくこの第三結集はセィ・ン島僧伽

の捏造である。このことは佛滅年代論に關聯して絶えす問題とされて來た所であるが．私は佛滅年

代を483・487・486B．C．年等とするのは正しくなく、王は佛滅百年の出世・從つて佛滅を

380BC年前後とづる宇井博士読に賛成し江v・（48）。北傳より百年長い南傳にのみ黒阿育（或は悪

阿育）があつて、歴史的に確實な阿育王を法阿育とする。黒（悪）阿育はセィ・ン島で作つたお

伽噺ではなからうか。第三結集の首座泥る日纏蓮帝須（Mo99aliputta－tissa）なる者が南傳では阿

迚､の師であるが詞ヒ傳では王師鹸館菱訊i靴傳ともゆンジス瀧下つて來て王城に

、　　入つたことになつてゐる。所がこの南傳のMo99a皿iputta－tissaなる名は・佛弟子目蓮の姓と

1　　舎利弗の名とを合せて作られたMo99a1獄yana－upatissaの轄じたものと思はれる（49）。この黙だけ，



からでも第三結集は怪しいのである。更に．’阿育園寺に六萬の比丘が居り、その中に賊住外道があ

つて正法を齪じたので、モガリブッタ・テ4ツサが之を破して第三結集をなしたとなつてゐるのが

南傳であるが．・これと第二結集のベィサリ戸の十事非法、異部宗輪論の大天の五事とは如何に會通，

さるべきか。

第一結集は迦葉一派の結集であつて．佛入滅の後．若干の日敏を経て各自が認隠せる彿の論法を

説み合せたもの。第二結集はバジジP族なるベイサリーの比丘等が十事を唱へた。長老耶舎迦乾陀

子は之を非とし、諸方に同志を募つた結果．離婆多以下の諸長老比丘がく判サリーに集まつて．自

らの記憶せる津によつてその十事の非を認め．之を公開したものである。その非法の十事とは角璽

浮．．二指浮、他聚落澤等であつて．すべて律の小事に過ぎない。

北傳の根本分涯の原因たる大天の五事は十事非法とは異なつて阿羅漢位の者ゆ費際の境地にふれ．

てゐるし結集といふ結果を伴なはない（50）。

第三結集なるものは、佛滅と阿育王出世との間を約百年間延長して黒阿育なる架空の人物を作、り

餌したのと同様に、七百結集とも言はれる第二結集を材料としてセイロン島で出來たものではなか

らうか・十事非法程度のことは王の治世當時にもあつたであらうことは、王が僧伽の破和合罪を戒

しめてゐる事實を以て之が裏拐けとすることが出來る。．けれども大天の五事から考へられる重大な

分振は王の極めて晩年或は崩後の事件であらう。

ともあれ、假に百歩を譲つて南傳謂ふが如く第三結築が行はれたとしても、’第一第二をも含め

て・阿育王の當時僧伽に傅へられた法門は前掲の七種に過ぎす、大乗経典は勿論小乗阿含部すらも

まだ出來てはゐないのである（51）。阿育王によつて始めて盛大となつた佛教々團が分振に分派を重

ねながら「佛陀とは何ぞや」を問題とし．その解答を綻典の形式を採つて残したのが錦教経典のす

べてなのである。王の佛教史上における位置は斯くの如くである。

7む　す　び。（阿育王と聖徳太子再読）

マウリヤ王朝の全年代はブラーナによると百三十七年間である。この年代を承認してチヤンドラ

グプタの登極から計算すると王朝は183年BC．頃に終つたごとになる。さしもの大帝國もあまり

長命とは言ひ得ない（52）。王朝の灌威の夫墜は恐らく主として婆羅門階級の反抗に基づいて進められ

た。特罐階級として最上位にあつた葉羅門の位置は王によつて重大な攣動を蒙つた。殊に生物を犠

牲にすることの禁止と僧侶たちの娠にさわる活躍とは暗去裡に婆羅門の不満を醗醸させて行つた。

阿育老王の権威の失はれた時が婆羅門の勢力の恢復された時と推察してよい（53）。プラーナに名を淺

す王の後機者たちは恐らくマガダとその附近とを領有したに過ぎなv・。212B．　C年前後に、後機

者の一人はカリンガの好職的ジヤイナ王の武力の前に屈服した。最後のプリハドラタは弱い王で、

驚軍プシヤミトラに暗殺された。プシヤミトラはシユンガ王朝の始租である6

◇　　　　　　　◇　　　　　　　◇

阿育王は全印度を領有する大帝國の元首でありながら．その態度極めて謙遜であつた。王は從前　　　1

の詳小諸國の王と同様、自らはたfマガダ王（r冒jan）と称するのみで．大王とも印度王とも構さな

い。王は個汝の國家を超越した立場に立つて、特別な民族意識もなく、家系を誇ることもなかつ

た。・然し王は、自分の政治がまさに謄史的意義を有するものであるといふことに絶大なる自信を有

つてゐた。それは、王の政治が法に基づくといふ確信から出てゐる。法に基づく政治は猫り王から

始まる54）。斯くして法に依つて、廣大な領土を統冶したのみならす、領七以外の國趣に迄その法を

宣布した一しかも、さうすることによつて土地人民を得ようとか経濟上の利釜を得ようとか、そ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

もの様な念は微塵も存しない一精紳的道徳的意味に於て全世界の王であることを目ざし、又その衿
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蒋楠？て錦ら天モ慈駆（鄭禾愛報・玉）1と1綱する・文樋り・一さう昧聖王であつた・『

王は世界中の人間の守るべき普遍的な理法の存在を確信しボ之を法と呼んだ。溝は國籍・民蘇饗，

宗教の如何々問はす、如何なる人間でも如何なる時代においても守ら、るべき理法、人間の行欝の規

範である。それは古へよりの法剣であると共に叉、日月の存する限り何時迄も運守すべきものであ

ると言ふ。王は自ら法の實践（Dha7ma－carana）に努め、人民一般が注の増進（Dha甲ma－vadhi）

に到らんことを願つた。法による政治とは人民の利益のために力を致すことである。王は世人の利

釜安樂をはかることに最上の喜びを感じた。それが叉、王たるもの玉義務であり、これより崇高な

る事業は存在しない。これが王の政治の態度である（55）。その利益安樂には現世に属するものと彼

岸の世界に薦するものとがある。彼岸とは宗藪的なものである（56）。國王と難も一切衆生から、恩を
受けてゐる。王が燗の独ら姓きとし生け魂の維べての利猷樂をはかるの雌は衆生に塾ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oする報恩の行に他ならな》・。　　　　　　も

王が人女に向つて歌へる内容は難解な教理や修行ではなく寧ろ耐會人としての正しV・道徳的實践

である。法勅の示す萬人の浬守すべき徳目は克己・公亭・柔和・慈慈・報恩・心身の消浮三堅固な

信仰・罪障を少くして多くの善を行ふ事等であり、絶えす自分参善をなし七ゐるか、悪馨行つては

ゐないかと反省すべし、と言ひ、更に具罐的には父母・恩師・年長者に封する從順と奪鯨、二朋友・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げm己．親族並に沙門・婆羅門に封して禮節を守り布施を行ゑこと・奴碑・從僕償窮者に罫する正し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　階

い取扱ひ、僅かに費し僅かに貯へること、生類に封する不殺生・不傷害等「白南つて、斯の郊く行つ

たならば現世においても所得があり彼岸の世界に關して撫限の功徳を生飾（57）と・官吏に封して

は特に人民の利益と安樂とを圖り、法む・從つて裁判嘘罰を行ぴ訟勅らんことを訓示し・窒

容と刑罰の輕いことをも奪重してゐる（58）。つまり、人倫的國家の建設が王の政治理想であつて・

王はその通りに努めた。これは王が繹尊の善読に傾臨し精進して成道した経験から出て來てゐる9

この黒占で、再び最後に聖徳太子との比較を行つて、この稿を終ることとしたい。

太子は法難を「夫妙法騨儲．蓋是総取萬善合爲一因之豊田」（59）として居られる好は法

華経を十如是や三一灌實や本門述門の論などでなく「萬善之一因」と解せられた。太子は言ふ迄も

なく、諸行無常、渥葉室、般若主義の大乗佛敷を受容されたのであるが・この義疏と合せ考へらるべ

きは天壽國繍帳銘に傳は為、太子が常に口にせられたr世間盧假唯佛是眞」の御言葉である。通途

に鮒鰍な世間齢としたのでは太刊・あのやうに政治や文化略方面に力盛され翻以は了

解し得ないであらう．太子は萬善咄て來る所以のものとして鰍を理解し・冠位＋二階憲法＋七

條を親作施行されたのである。阿育王も亦、原始佛教を受けて萬善之一因を髄得した・これが王の

正畳を成じたとい蕩實であり、そこがら出て來る鰭が法勅樋して見られる鋤・しい王の事績

のすべてである。私は思ふ。これ程の人が二千有絵年前に出現した。これを眞に簿へ得なかつた所

に印度のみならす全人類の不幸が存する．我が國についても千絵年前の太子が正しく了解されてゐ

’ない、と。

王は成道の内容が狸禦である等とは言はなV・。況んや阿褥多羅三貌三菩提などとは言つてゐな

い．正畳を得る方法が般若である等とは毫も老へてゐない．眞の正覧は我執我欲雄1鰯滅しよう

とするのではなく、その獲生の端緒を虞理づるととなのである。王は八正道的なものを法勅思おい

て與へてはゐるが、そのやうな徳目を克く行ふと我執の輕減と言ふ結果は豫想し得るが・さうした

蓮奉は内観より奴果が薄いのである。太子は之に饗して基本的な方法として篤敬三寳を與へられ

九群卿百寮禮を以て本とせよ調司國造は人民から硯の二重取りをしてはならない・辮ロを正

しく行ふべし（賄賂によつて左右してはならない）以下は法勅の徳目と極めてよく似てゐる・太子
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は基本的には「三費に鋸せすんぱ何を以てか柾れるを直くせん」と宣書する。その「直柱」「正の

保詮」の位置に、太子も王も立つて居るのである。　　　　　　　　　　　　、

　　　　　吟�¥世紀も既に半ばを越えた今日の我々人類全艦、今改めて阿育王の法勅に嘉かなければならな

いのではなからうか。職勝國も職敗國も共に。　　　　　　　　　　（終）

（昭和二十七年七月十五呂稿）

阿育　王　略　年表

酪前油鯛　　　事　　　　項
327－25 アレキサンドウロス大王の印度遠征
325 チヤンドラグブタ。マウリヤ．マガダ王位に即く。
323 アレキサンドウロス、バビロンにて死す。
305 チヤンドラグブタ、セレウコス軍を破る。

メガステネス、バータリプトラに駐劃す。

301 ビンヅサーラ即位。

273 阿育王、王位を縫承す。

271 1 灌頂即位式。

266 6

265 7 佛教に蹄依して優婆塞となる。

264 8 未だ熱さに精進せざること二年有孚。

263 9 カリンガ國を征す。
262 10 僧伽に近づいて熱心に法を念持す。

261 11 正畳を威す、カルカツタ・バィラート法勅を刻す。

260 12 小摩崖法勅を刻す。

259 13

諸外國に法を宣布す。石柱法勅はこの年か。有司に五年毎の巡按を命す。

十四章法勅を刻す。邪命外道に洞院二個を施す。

258 14 法大官を任命す。

257 15 コナーカマナ佛塔を摘大建設す。

251 21 藍毘尼園参拝。コナーカマナ佛塔参拝。

244 28 石柱法勅（第七章）を刻す。

233 39 王、崩す。ダシヤラタ王位を催承す。

188 ブシヤミトラ・ブリハドラタ、マウリヤ王朝を纂職す。 ナ　　　　　　　　　　　　　　ー

〔註〕（1）申央部には、王の監督の下に直接パータリプトラから政令が稜ぜられたらしV、が、中心力、

ら離れた地方は四人の大守の管治する所であつた。西北部の大守はガンダーラ地方の首都

タキシラに居り、その監督はパンジヤープ、シンドを含む地方に迄及ぼされた。カリンガ

を含む東部地方はレーサリーに駐在する大守の治下であつた。マ・一ルワ、グジャラート等

の西方地域は一人の皇子の支配する所で、首都はウジヤインである。而してナルバダー河

方面の國境地方は第四の大守が支配してゐた。

、　（2）村川堅太郎氏課エリユトウラー海案内記第四十八節のオゼーネーであつて、その商業交通

上の要地たることは該書113頁に明かにさてれゐる。．
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③印度史を叙述しようとする時、疑ふ絵地のなV・確かな年代の基礎に立りのは、このチヤン

ドラグブタからである。マケドニヤのアレキサンドゥロスが印度を去つて後マウリヤ王

朝を創立して西北印度からギリシヤの軍事的勢力を追佛つた人が．ギリシヤ人の所謂サン

ドロコツトスである、これがチヤンドラグブタであると論定し得たのは1784年ベンガル

亜細亜協會のウイリヤム・ジヨーンズの醗究によつてであり、これによつて印度の年代學

に最初の光明が黙ぜられたのである。

（4）ヒマラヤ山麓からマイソール迄、ベンガル濁からアラビヤ海岸まで、殆ど全印度にわたつ

て岩石、丸石、丸柱、洞窟の壁などに彫み込まれた王の刻文法勅が焚見されてゐる。これ

は南傳大藏経第六十五巻阿育王刻文の宇井伯壽博士に從ふと次のやうに分類される。

第一類　摩崖法勅　　　　　　　　　　　　　曽

甲　　十四章法勅　　　　乙　　別刻法勅

第二類　　石柱法勅

甲　　六章法勅　　　　　乙　　第七章法勅

丙一　皇后に關する法勅　ニ　　コーサ〆ピー法勅

第三類　　小石柱法勅　　　　　　　“

一　　サーンチー法勅　　二ニ　サールナPト法勅　　　三　　藍毘尼園法勅

四　　ニガリー・サPガル法勅

第四類　小摩崖…法勅

甲一　　　二　　　三

乙　　カルカツタ・バイラート法勅　　　　丙　　洞院刻文

これこそが阿育王に關する文宇通り第一一等史料である。

（5）エリユトウラー海案内記第六十二節のデーサレーネー地方。マハーナディ河とゴダーヴア

リー河との間の、κンガル潤岸にひろがる細長い地域、大艦今のオリツサ州とマドラス州

ガンヂヤーム匠とを含む地方である。

⑥ベンガノL遡岸、マハーナディ河ロのダウリ村に近い丘上の岩石にのせられた十四章法勅は

第十一、十二、十三章を歓き、その代りに別刻法勅二章が入つてゐる．ダウリの近くのヂ

ヤウガダのも同じであつて、卜Pサリー市の官吏に封するものである。何れも元のカリン

ガ國の中にある。

⑦305B．C年のシリヤと印度との戦争は印度の勝利に終り、セレウコス。ニカトルはその女

をチヤンドラグプタの宮廷に逡り、五百頭の職象を得て之に満足した。この和約の結果一

し、之を記録した。その残片が獲されて、印度古代史にとつての貴重な文獄となつてゐる。

（8）十四章法勅第十三章　　　　　　（9）十四章法勅第四章

（10）南傳大藏経第六十五巻、20頁

（11）鴎外全集著作篇第九巻、森鴎外大村西崖共著阿育王事蹟。

σ2）此の條すべて大野達之助君の阿育王刻文抄の教示に從ふ。

（13）阿育王の蹄佛はカリンガ職争以後であると普通に老へられてゐるが・宇井博士はこの法

勅に嫁つて優婆塞であつた年撒は三年有鹸、一方で第十三年には地方長官に樹して五年

多　　　　　　　毎に領内各地に巡按に出づべきを命じ、十四年には法大官を任命してゐる。のみならす
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一　　　第十一・年には正発を放じてゐる。さうすると優婆塞であろたあぬ第十、九；八傘及び七

ぜ　　　　　年の前孚となる。九年のカウンガ征服の時既に優婆塞であつ光とされる（印度哲學研究

第四・328頁以下）・つまりカリンガ戦争は錦佛の最初の動機ではなくして、その勝利を

機會とし1熱心に精進するやうになつた所の契機なのである。

〈14）小摩崖法勅乙、カルカツタ・バイラート。

（15）石柱法勅第五章　　　　（16）十四章法勅第八章

（17）石柱法勅第四章　　　　（18）原始佛敏の賓践哲學、454頁

（19）石柱法勅第五章によれば・阿育王は灌頂二十六年に護．るまでの期間に二十五回囚人の澤

放を行つてゐる。

（20）・ave　mu・i・e　p・茸man・a－（別刻法勅ダウリ）

（21）シユードラは通常嬬ど黙れてゐるが．これは一種の身分なのであつて、シユードラが

西洋に於けるやうに大規模に生産奴隷として弊働力を提供し、酷使されることはなかつた

（中村元博士著東洋人の思惟方法第一部157頁）。メガステネスは．インドに於ては萬人

が自由民であり、彼等の聞には干等が實現されてゐる現實を驚異に値する事實として記録

してゐる。

（22）小摩崖法勅甲三｛23）第し章法勅（24）十四章法勅第二章（25）＋四章法勅第十一章

｛26）十四章法勅第九章（27）石柱法第勅第二章（28）第七章注勅

（29）十四章法勅第十三章に「法による勝利こそ最上のものなれと天rは思惟す。而して此の勝

利は此虎（領土内）に於ても更に六百由旬に至るまでの凡ての隣邦諸國に於ても一其庭には

Antiyokaと稻せらるる　Io血ia入の王あり、またそのAntiyoka（國）の彼方には　Turam．

，aya・Antikin勾Maka・節k・・ud・・a禰せらるる四王あり．南方はC・“a（國）Pa噸（國）

．，甦Taゆapa脚iya（國）姪るまで一天子之濃得勧．かくの如くにして雌、王の領

土離効ても…nia人・Ka伽ja人の間に於ても、Nざbh・k・人Nabh」ti人の間に於ても
　　Bh°ja人Pithi・丑・a人の間に於てもAndhra人Palid・人の昨於ても、到纏姻は天子ら凸ρ法鰍示に靴しつ’励」（大野君繹）とある．これは第三礫四敵よつて第＋三敏刻

せられたことが分る・内外へ宣教縦派するのは＋一年成道の後と見るのが儲であるカも。

この宣教は從つて灌頂第十二年のことxなる。こ玉に見える西方の五王の在位共通年代は、

Antiyoka（Antiochus　Theos　of　Syria）　　　　　　　　　261－246　B℃．

、’　　　Turamaya（P亡oヱerny　Philadelphos　of　Egypt）　　　　　285－247　BC

Antikini（Antigonus　Gonatas　of　Macedon）　　　　　276－239　．c．

’　Maka（Magas　of　Cyrene）　　　　　　　　　　　　252P＿250P旦C．

櫓　　　　Alikasudara（Alexander　of　Epirus）　　　　　　　　　　272－258P　RC．

であ髄ら・26レ258Bρ・の七年間である・との中の何れかに王の第＋二年があるわけである。

その年を宇井博士に從つて260B．C．年に比定する。

（30）セ・°癌は頻繁に名を攣へ裾り・40－70A・n年頃のエジプト人の航海貿易記録（エリユ

季ラー梅案内記）には・その當時の人からはバラィシムーンドウーと呼ばれて居り、昔はタブ

ロバネーと呼ばれたとある。村川氏の　註2391頁によれ・ぱTaproban谷は梵語のTamraparn

i（P互li語形はTambapapPi）の吾鐸である．．ラーマーヤ棋他には1・n慮と呼ばれアレ

、．靭ンドウ゜秋王以後”・バネーの名欄はつた・この他たSalk嬬’SerendivちZ・i王am，

@Sai　lan・Ceylon’等の名があるが、別の梵名　Simhala－dvlpaに由來する。
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（31）高僧法顯1尊上　　　　　．　　　　　　　　　　　、　　　　　。

、　　、阿育王弟得羅漢道、常住書闘堀山、志樂匪静。王語弟言、但受我講、當爲汝於城裏作山。王乃具

、　飲食召諸衆耕而告之日、明日悉受裂請、無座席各自齎來。明日諸大鬼神各齎大石來・壁方四五

歩坐吃。即使鬼紳累作大石山、叉於山底以五大方石作一石室、可長三丈廣二丈高一丈飴。

大唐西域記巻第八摩擢陀國上

故宮北有大石室、外若崇山、内廣数丈、是無憂王爲出家弟役使鬼紳之所建也・

法顯は王弟の名を記してゐなV・が、玄奏は同母弟摩醗因陀羅霧と書いてゐる。

（32）金倉圓照博士の印度中世精融史上に擢げられた使節表を一劃善見律註序によつて少しく

註を加へると下の如くである。

一地　　　　　　名 入　　　　　　　　　名 そこで設いた脛典名

カシミーラとガン・ダーラ マツヂヤyテイカ　（末關提大徳） 蛇喩脛
マ。ヒサマyダラ　（南印、

@　（摩醸娑末陀羅國）
マハーデPヴ　（摩詞提婆大徳） 天使脛・

ブナヴーサ　（南印）

@　（婆那婆私）
ラツキタ　（勒棄多大徳） 無始相懸　　　　　4

．アパラyタカ
@　　（阿波蘭多伽國）

ダyマラツキタ　（法護大徳） 火葱喩脛

、　　　幽 マハーラツタ
@　（摩詞勒咤）

マハPダンマラツキタ　（大法護天徳） 　　げ蜒iーラダ迦葉本生

ヨーナ世界
@　（輿那世界）

マハF一ラツキタ　　（摩詞勒棄多） カーラカーラ回マ脛

雪山地方　（ニポール） マツヂマ　（末示摩大徳） 韓怯輪脛
金地國　（ビルマ沼岸） ソーナ（須那迦）と　ウツダラ（欝多羅） 梵網脛　　，　、
ラγ力一　　（セイロン） マヒンダ　（摩晒陀） 小象跡喩脛その他

この中で雪山地方に遣されたマッヂマについては、その骨壼が獲見されたことで、傳の眞實な

ることが誰明されてゐる。マヒンダの遺骨はアムブスターレ塔に永眠してゐる。

（33）繹迦佛陀の個人的感化はガヤ、アラハーバード、ヒマラヤ山脈の間の、緯度も経度も四度

づ玉位の比較的狭V・範園であつて、浬葉後の僧伽は此の小地域以外には殆ど知られてゐな

い微々たる存在であつたらしい。メガステネスは、印度入の中には佛陀をその高徳の故に

神の如くに尊敬する哲學者がゐる、と記してゐるだけである。

（34）「世界史の年表に幾千萬と群がる國王達、陛下達、殿下達．貌下達の中にあつて、阿育王

の名は殆ど唯一の明星の如く清らかに輝いてゐる」とはHGWe11sの評である。

For　eight　and　twenty　years，　Asoka　worked　sanely　for　the　real　needs　of　man．

Amidst　the　tens　of　thousands　of　names　of　monarchs　that　erowd　the　oolumns　of

history，　their　majesties　and　graciousnesses　gnd　serenities　and　royal　highness　and

毛he　Iike，　the　name　of　Asoka　shine鼠and　shines　alm6st　alone，　a　staL　From　the

Volga　to　Japan，　his　name　is　still　honcured．　Chin－a，．Tibet　and　even　India，　though

iポhas　Ieft　his　dcctrine，　preserve　the　tradition　of　his　greatness．　More　livingτnen

cherish　his　memcry　tc－day　than　ha▽e　ever　heard　the　name　of　Constantine　or　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gCharlemagne．（Outlineσf　History　XXV，　S　4　Buddhism　and　Asoka）

」（35）中村　元博士、古代インドの統一國家（肚會構成史大系）

（36）同右、インドにおける都市國家と政治思想（皮學雑誌五九の一、二、三）

（37）同右、史學雑誌五九の二。肚會購成史大系93、94頁

〈38）南傳大藏i脛第六十五巻、阿育王刻丈、80，81頁

■
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（39）十四章法勅第十三章　（40）十四章法勅第六章（41）十四章法勅第十章

（42）阿育帝國の版圖は・石柱と摩崖法勅の出土地を辿ることによつて明示することが出來る。

西北方はヒンヅークシユ山脈まで延びてb現在のアフガニ冬タン、バルチスタン．シンド

洲の全部に及んでゐる。不ワツトとバジヨールの盆地も恐らく阿育帝國の官吏の治める所

ヵシこ一ルとネバール盆地は完全な領土である。東方はベンガル濁の全部を包含する。印

度半島の極南端には東にチヨ・一ラ、パーンドヤの二國、西にケララブトラ、サティヤブト

ラの二國があり・この四國は版圖外の猫立國である。つまり極南端の小地域を除いた印度

全髄に及んだのが阿育王の版圖なのである。

（43）歴史的に見て・よく似てゐると言ふので王を羅馬¢〉コンスタンチヌスと比較する入が往

々にしてあるが、必すしも當つてゐるとは謂ひ得なV・。コンスタンチヌスがキリスト敏を國

家の信條として採用した時、該教は既に羅馬帝國に強大な力を有してゐたのであつて、そ

の改宗は微々たる宗教の保護ではなくして寧ろ抵抗し得なV・強大な勢力に屈服したに過ぎ

ない。之に封して阿育王が佛教に無量の支持と保護とを與えた場合、佛教はかつがつ存在

を綾ける一宗派に過ぎなかつたのであつて、決して國家の政策を左右する程の勢力を有つ

てゐたのではない。だからキリスト教に於ける相似た場合を求めるのなら、王の仕事はコ

ンスタンチヌスにでなく、むしろパウ・に比せらるべきである。叉、佛教世界に於いて居

士たる政治家、として比較されてよいのは我が國の聖徳太子である。と私は思ふ。

（44）南傳大藏経第六十五巻、91頁

（45）原始佛教の實践哲學404頁以下

（46）印度中世精神史ヒ221－223頁

（47）異部宗輪論及びその西藏繹は佛滅百有絵年阿育王の時に聖教に異部起るとし、その別課

である部執異論・十八部論は共に佛滅百十六年阿育王とづう。

（48）佛滅年代を泰西の學者は大概485年前後とするが、小野玄妙博士に384年説、宇井伯壽

博士に386年設・林屋友次郎博士に587年、視がある。これらの諸読皆擦る所は阿育王灌頂

第十二年の諸外國への宣教年代の考定が一つであつて、それ以前に就V・ては南傳に依るか

北傳を採るか・の差である。私は林屋博士の根擦とする法顯傳と玄漿傳とは要するにセィ

・ン傳であ凱衆聖黙記の怪しむべきは氏自身も言はれる如くであるし、羅什年紀と佛般

泥恒経後記とは・絵りにシナの暦によく合致しすぎてゐる黙に疑問を有つ6北傳の方が南

傳よりも信用出來ることは西洋人であつてもスミスも明言してゐる所であつて．阿育王を

佛滅百年の出世とし宇井博士設（印度哲學研究第二）に嫁るごと玉する。それにしても肝

心の出獲黒占たる阿育王十二年に異読が存しないわけではない。これにつV・ての主要な異読

は金倉博士の印度申世精神史上217頁に表記してある。

（49）國課大藏維論部第五十二冊、木村泰賢、干潟龍詳爾氏「結集史分派史老」22頁

（50）宇井伯壽博士印度哲學研究第二所牧、佛滅年代論

（51）渡辺楳雄氏上代印度佛教思想史第二章佛説の攣化

（52）中村元博士古代インドの統一國家第四節には左に摘記するやうに、この國家の有つた

弱黙を掲げて居られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ic時のインドに生活の共同化がなかつたわけではないが．市民杜會は饗展しなかつた。

か玉る基盤の上に威立してゐたマウリヤ王朝の統一的官僚國家はその集権的性格を充分に

保持することが出來なかつた。王朝が貨幣を襲行したのと相並んで各地方ごとに別種の貨

の
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幣が流通してゐたし、摩崖法勅八種から見ても言語の文法が一つ一つの碑文ごとに違つて

ゐる．インド全鰹にわたる標準語或いは共通語がなかつた……一言にして言ふならば當時

の経濟的文化的杜會的駄態に封してマウリヤ王國は絵りにも大きすぎた。またその理想が

あまりにも高すぎたのである。地方の農村に於ては氏族制就會の様式が依然として残存し

後の封建的な杜會梼成へ移行する過程を辿つてゐた、と（杜會購成史大系154頁）

｛53）大唐西域記巻第八には、阿育王が臨終の際に阿摩i落果を食べようとしたが半分腐つて

ゐた。その半果を衆曾に布施し、世間の富貴危きこと風燭よりも甚し、臨絡に當つて強臣　　　ド

に逼られてゐると嘆息したと言ふ話を載せてゐる。

面4）第七章法勅（55）六章法勅

（56）十四章法勅第十三章末尾にyo　dhrama－vijayo　so　hidalokiko　paraloki｝o　sava・cbatf

rati　bhotu　ya⊂dh〕ra甲ma－rati　sa　hi　hidalokika　paralokika（Shahabazgarhl）の文

字がある。この箇所も亦和辻博士の原始佛教の實践哲學451頁以下の論に傾鍵すべきで

ある。博士は言ふ。このhidalokikoは「この世に屡する（もの）belonging　to　this　worldユ

の意paralokikoは「彼岸の世界に属する（もの）belonging　to　the　othor　world」の意

であつて、一見．天上、極樂世界の意の如くに老へられるが、彼岸の世界の一即ち自然的

なるこの世界を越えて他に存すべき世界の一實現の意と解すべきである、と。叉、この

第十三章はカリンガ職箏に封する悔恨から始められて、法による勝利（dha卑mavijaya）こ

そ最上の征服であつて、王は希騒埃及に至るまでの國々を法に從はしめた。この法による

勝利はhidalokikc（aih副aukika切に於てもparalokiko（para－laukika恥に於ても（大

果を齎す）、凡ての樂しみをして法の樂しみたらめよ、これ（法の樂しみ）は實にhidaIo・

kikoに於ける樂しみたると共にparalokikoに於ける樂しみにてあればなり、と言ふの

であつて、王は彼自身が天に生することを彼自身の努力の目的とはして居らなV㌔王は政

治と言ふ任務のために獄身的に努力すべきことを誓つた條に於て言ふ。「全世界の幸幅

（salva・loka菰tam）は作さるべきもの（katava）と予に思はれる。……全世界の幸幅（を
　　　　　　　　　　カンマ?ｷ）よりも一層重大な業はなV・。さうして予の追求するそのものは何であるか。予が生
　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　●ｨに債を果たし得んこと、予がとなた（idha）に於て何人かを幸頑に作し得んこと・人々

．　　　●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■　　　■　　　　　　○

がかなた（parata）に於て天（svaga甲）を得んことである」（第六章）。このこなたとか
■　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　■

なたとを現世と死後の世界との意に解したのではb人麦がかなたに於て天を得んことを説
■　　○　　●

明することが出來ない＝跳筆者言ふ、字井博士は現世後世と課す＝＝かなたに於て入々が

天を得るとは、この最大の業がなされ、全世界の幸幅が實現せられることに他ならなV・。
■　　　●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

ｱなたとは現實の世界であり、かなたとは理想の世界であつて、時間的に生前死後の匪別

を示すのではない．と。私はこの考読に服する。王の彼岸に極樂浮土や天國的な内容を考

　　　　へてはならない。響　　　｛57）十四法勅第十一章（58）十四章法勅第十三章（59）法華義疏開巻舅頭

，（附記〕註を省略した箇所ゐ大部分はVincent　A．　Smith：The　Eearly且istory　of　India

緯　　　　　　（3r己edition．　Oxford　1914）第六章第七章に嫉つた。


